
「関西チャレンジ」に基づく取組の推進に関する指標の設定について

１ ビジョンにおいて関西がめざす将来像・目標（2040年度）と「関西チャレンジ」

資料2

「世界の中で輝き、日本の未来を牽引する関西」 関西（広域経済圏）の経済、産業の国内シェアを25％、GRPを約150兆円*

数値目標

＊GRPについては、2040年度の我が国のGDP推計値に連動。

＜ 594.7兆円（ 2040年度の GDP推計値）× 25％（シェア目標値）＝ 148.7兆円 ≒ 約150兆円＞

将来像

「産業を支える多様な人材が活躍する関西」

・ 将来像を３つのめざす姿に焦点化し、その実現に向けた３つの「関西チャレンジ」と取組アイデアを提示

・ 構成府県市、経済界、支援機関等の域内の産業振興に取り組む関係機関と共有し、関西全体でめざす将来像の実現と目標達成に

向けた取組を推進

➢ 広域産業振興ビジョンに掲げる将来像実現に向け、関西全体としてどのような取組が行われ、どのような状況

にあるのかについての把握が必要。

➢ このため、関西が強みを持つ成長分野である「ライフサイエンス、ヘルスケア」、「グリーンイノベーション、カーボ

ンニュートラル」、「空飛ぶクルマ、MaaS」、さらに、他成長分野も含めた「スタートアップ」、関西経済の土台となる

「中小企業の成長」、産業を支える「多様な人材の活躍」の６項目について、状況把握のためのデータ収集を行う。

➢ ビジョン推進会議において、収集したデータをふまえた指導・助言をいただき、「関西チャレンジ」に基づく関西

広域連合（広域産業振興局）としての取組を推進していく。

２ 将来像実現に向けて関西の現状を把握するための指標（観測・実況指標）の設定【事務局案】



成し遂げたい関西のチャレンジ 取組分野、項目 関西の現状を把握するための指標（案） データ収集のイメージ

関西チャレンジ①
「強みで貢献」

世界共通の課題
解決に貢献する、
関西の代名詞と
なりうる産業の
確立

A ビジネスエコシス
テム確立

ライフサイエンス、
ヘルスケア

・ 国際会議開催件数
（日本政府観光局
国際会議統計）

・ 輸出入通関額
（財務省貿易統計）

・ 輸出入比率
（財務省貿易統計、
センサス)

・ 企業、公的機関、大学等における特定
目的研究費（ライフサイエンス、環境、
エネルギー） ※全国

・ 関連研究機関、拠点等設置状況
・ 関連コンソーシアム設置状況

・ 科学技術研究調査（総務省）
・ 民間データ会社等による調査
・ 構成府県市照会

グリーンイノベー
ション、カーボン
ニュートラル

スタートアップ

・ 大学発ベンチャー数
・ スタートアップ資金調達状況
・ 関連拠点（インキュベーション施設等）
設置状況

・ 産業技術調査（経産省）
・ 民間データ会社等による調査
結果

・ 構成府県市照会

B これまでの延長線
上の取組みを超え
たソリューションを
創出

空飛ぶクルマ、
MaaS

・ 実証フィールド提供数
・ 空飛ぶクルマの離着陸場設置状況、
運航状況

・ MaaS実施状況

・ 構成府県市照会
・ 民間データ会社等による調査

関西チャレンジ②
「強みを活用」

現状維持を超え、
高付加価値化（新
展開、深化）によ
る持続的成長

A  関西の強みを活
用・応用し、時代が
求める新たな価値
を創造

中小企業の成長

・ １企業あたり付加価値額
・ 中小企業のデジタル化率
・ 中小企業向け支援施策実施状況
（相談対応数等）

・ 中小企業白書（中企庁）
・ 中小企業実態基本調査
（中企庁）

・ 民間データ会社等による調査
・ 構成府県市照会

B  関西が誇る技術、
プロダクトを、より
多く、より広く、よ
り深く提供

関西チャレンジ③
「強みを発揮」

競争力強化と魅
力向上による成
長の好循環を通
じた、強みの脈々
たる発揮

A  世界の時流をとら
え、変化に柔軟に対
応できる産業OSの
アップグレード

B  産業を支えるチャ
レンジ人材を惹き
つける、多様な価値
観、生活スタイルに
応じた柔軟な働き
方の実現

多様な人材の
活躍

・ 女性、高齢者（65歳以上）有業率
・ 障がい者実雇用率
・ 外国人労働者数、留学生数
・ 副業・兼業の活用状況
・ 転入出状況

・ 就業構造基本調査（総務省）
・ 障がい者雇用状況（厚労省）
・ 外国人雇用状況（厚労省）
・ 外国人留学生在籍状況調査
（JASSO)

・ 住民基本台帳人口移動報告
（総務省）

・ 民間データ会社等による調査

関西の現状を把握するための指標（観測・実況指標） 事務局案


